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大 管 長 会 メ ッセ ー ジ

奉 献の律法は・この最後の神権時代力ご始ま
って間もな く啓示 された。1831年1月2

日，主は予言者 ジョセブ ・ス ミス を通 して，

設立後1年 に も満たない揺藍期にあった教会

に対 して，次の ように述べておられる。

「汝 ら皆己が身の如 くに兄弟 を思 うべ し
。

汝 らの中誰か十二人の息子 を有つに， その

一人にのみ偏 よることをせ ざればその子 たち

よく父に仕 う。然るに，すなわち一人に向い

て汝礼服 を着けて此所に座せ よと言い， また

他 に向いて汝ぼろを着て彼所に居れと言い，

しか も息子たちに向いて，見 よ，われ公平な

りと言 っことを得んや。

見 よ， こは一つの比喩 を以て汝 らに語 ると

ころなれ ど，正 にわれ在るが如 く真な り。わ

れ汝 らに向いて言わん，汝 らひとつ となれ。

奉献の律法の原則に従う

第二副管長

マ リオ ン ・G・ 日ム ニ



もしひ とつ とならずば，汝らはわが ものにあ

らず。」(教 義 と聖約38：25-27)

それか ら38日 後 の1831年2月9日 ，主は，

富める者 と貧 しき者の間の不平等 をな くす手

段 として奉献の律法 を啓示された。主は次の

ように命 じてお られる。

「汝 らもしわれ を愛すれば，われに仕 えわ

がすべての誠命 を守 るべ きな り。

見よ，汝 ら貧 しき者のことを思い起 し，彼

らに与 えざるべか らざる扶助 のために，破 る

べか らざる誓約 と証文 とを以て己が財物を神

に奉献せ よ。

奉献の律法の目的は，すべ

ての人が 「家族数と財政状態

と乏 しきと必要」(教 義と聖

約51：3)と に応 じて平等に

なることであった。

第 二 副管 長

マ リ ：オ ン ・G・ ロ ム ニ ー

また汝 らの財物 を貧 しき者に分ち与 うれば

汝 らこれ をわれに為す なり。汝 らこれらの財

物を，わが教会 の監督 とその副監督なる二入

の長老， または大祭司ら，例 えばかかる目的

のために監督が聖職に任命せん とし，または

すでに任命 して特 に按手 したる大祭司 らの前

に捧 げよ。

これ らの財物わが教会の監督の前に捧げら

れたる後， またわが誠命に適えるわが教会員

より取 り去 る能わず と言 うわが教会 の財産奉

献に関するこれらの証詞を彼が受けたる後は，

人々 ことごとくわれに対 して責任 を持たされ，

自己の財産 を管理する者，すなわち自己と家
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族 とを養 うに足るだけ奉献によ りて受 けた る

財物 に就 きての管理人 とせ らる。」(教 義 と聖

糸勺42：29-32)

奉献 の律法に関す る基本原則な らびにこの

律 法が義 とされる理由は，「万物は主のもの

であるどいうことである。したがって，主は

私 たちが所有するいかなる財産 もすべて求め

ることができる。すべて主のものだか らであ

る。(教 義 と聖 約104：14-17，54-57参

照)」(J・ ルーベ ン ・クラー ク ・ジュニア，

Co虚 ㎎η661～砂oπ 「大会報告」1942年10月 ，

P.55)

奉 献 の律法の目的は，すべ ての人が 「家族



数 と財政状態 と乏 しきと必要」(教 義 と聖約

51：3)と に応 じて平等になることであった。

奉献の律法の下では，貧 しい者 も含めてす

べての人が，その状態，家族数，乏 しさと必

要 とに応 じて，他の人 と等 しくす る 「配当」

を受けるはずであった。

「証書によって監督か ら譲 り渡 された土地

は，あなた 自身が教会 に証書に よって譲 り渡

していた土地であろうと，……教会から完全

な贈 り物 として受けた ものであろ うと，あな

たが譲 り受 けて個人の所有物 となった ものは

すべて 『配当』(教 義 と聖約51：4-6)と 呼

ばれ，ある時には 『管理 の職』(教 義 と聖約

104：11-12)， ま'たある時には 『ゆず り』(教

義 と聖約83：3)と 呼 ばれている。」(J・ ル

ーベ ン ・クラー ク ・ジュニア，「大会 報告」

1942年10月 ，p.56)

聖徒 たちは， ミズー リ州 ジャクソン郡にお

いて 「協 同制度」を組織 し，奉献の律法に従

って生活す ることを試みた。 しか し，この試

みは失敗に終わ り，聖徒 たちは ミズー リ州 を

追われたのであった。

主は，彼 らが失敗 した理由 と来るべ き苦難

について，次のように述べ てお られる。

「誠にわれ
，わが苦 しめ る民の贈 いに関す

るわが旨を知 らん として寄 り集れる汝 らに告

ぐ，

見よ，われ汝らに告 ぐ。われ一人一人に就

きて言わず，教会員全体に就 きて言 うなれど，

もしわが民罪を犯さざ りせば彼 ら今 にも腰 わ

れ居 りしならんに。

され ど見 よ。彼 らはわが彼 らに要求 したる
さと

ところにお とな しく従 うことを覚 らず してあ

らゆる悪に満ち，彼 らの中の貧 しくして苦 し
わか

め る者たちに聖徒たるにふさわ しく物資 を頒

たず。

日の栄の王国の律法の要求する和合一致に

従いて一致協力せず。

およそ 日の栄の王国の律法の諸原則によら

ずんば，シオンを建つること能わず。これに

よ りて建てずば，シオンをわれに受け入るる

ことかなわざるなり。

されば，わが民の律法に従順なることを覚

るまでは必ず これを懲 しむるを要す。 もし必

ず要すれば，彼 らの受 くることによ りて打ち

懲 しめらるるな り。

この故に，わが民罪を犯 したるために，わ
ゆう よ

が長老たちは暫 しの間シオンの贈 いを猶預す

ることわがために必要な り。

そはわが民 をして備えをな し，更に完 き教

えを受け，経験を持 ち，その義務 とわが彼 ら

に求むることを更に完 く覚 らしめんがためな

り。」(教 義 と聖約105：1-6，9-10)

こ う して，奉献の律法 を実施 しよ うとした

最初の試みは失敗に終わった。

それか らおよそ100年 後 の1936年10月 ，大

管長会は福祉プ ログラムの計画 を発表 した。

この計画の立案者である」 ・ルーベン ・ク

ラー ク ・ジュニア副管長は，福祉プログラム

と協 同制度に関 して次の ように説明 している。

「福祉計画は
，協同制度ではない し，その

ように意図されたものでないことは，私たち

が皆言ってきたことである。しか し，終局に

おいて，教会福祉 プログラムが完全な形で運

用されたならば，主が定め られた協 同制度の

偉大 な基礎の確立はあま り遠 くない と言える。

繰 り返 して言 うが，まず第一に，鍵 堕 .

は，財産 の個 人所有の原則を認め， この原則

によって建て られた ものである。人が協同制

度の下で持 っていた もの， また生活するため

.
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に要 したものは， その人自身のものであった。

まった く明 らかなことであ るが，今 日の私た

ちの制度の根本原則は，個人の所有権がある

ということである。

次に，協同制度における残余や余剰に代わ

るもの として，今私 たちの下には，断食献金，

福祉資金，什分の一が ある。 これらはすべ て

貧 しい人の世話をするため， また教会の活動

や業務 を推進するために用いられる。結局 の

ところ協同制度は， まず第一に盤2貧 囲 に

悩む人々をな くす ための制度 を確立すること

に主眼ゑ還訟表 ものである。これは福祉計画

の目的で もある。

このことに関 して， これ らの初期の啓示か

らも，私たちの歴史か らも，次のこ とが明 ら

かであるこ とを覚えなければならない。それ

は，持 てる兄弟 たちは，十分に与えていなか

ったし，持 たざる兄弟 たちは明 らかに，財産

のある人たちか らもらう物 で，働かずに生 き

ていこうとしていたので，主は ごく初期に，

怠惰 と食欲 とい う悪について，人々に警告 さ

れた ということである。……

さらに，協同制度の下に，盤2倉 庫力『南

った。 この倉庫には，貧 しい人の必要 と欠乏

を瀬なす惣套ヵ喋 ゆ られ牟。現在，私たちに

は，同じ目的で福祉計画の下に，監督の倉庫

がある。

すでに指摘 したように，協同制度のもとで，

奉献の律法 によって教会に集 まった剰余の財

産は，教会の 『共有財産』 とな り，協同制度

の もとに，貧 しい人のために使 われた。私 た

ちは現在，福祉計画のもとに，教会全体にわ

たって，ワー ド部土地計画がある。ある土地

はす でにワー ド部が所有 してお り， またある

所ではワー ド部が個人か ら借 りている。この

4

土地は貧 しい人のために農園 となり，貧 しい

人たちが働 く場 を与える所 となった。…∴

兄弟たちよ，この ように多 くの重要 な要素

を踏 まえて，福祉計画が今 の段階 まで発達 し

たこ とで，広い意味で協同制度の基礎 はすで

に備 えられていると言える。さらに各地のワ

ー ド部において，人々が仕事であるいは農業

で，立 ち直 る機会 を与えられていることを考

えてみて も，私 たちは，かつて協 同制度の中

で貧 しい人が共有財産から与えられたの と本

質的に違わない，ひ とつの計画 を実施 してい

る。」(「大会報告」1942年10月 ，pp.57-58)

私 たちは現在，奉献の律法に従 うように求め

られてはいないが，す でに福祉 プログラムを

実施 している。 このことを考えると， クラー

ク副管長が語 っているように，・福祉プログラ

ムが完全 な形で運用 され，遠か らず協 同制度

の偉大な基礎が確立 されることだろう。奉献

の律法の原則に従 う最 もよい方法は，福祉プ

ログラムの原則に従い， その務めを実行す る

ことであると思 う。

それらの原則や務めには，怠惰 と強欲 を捨

て，断食献金や その他の献金を惜 しみな く捧

げ，什分の一 を正直に納め， また大管長会が

このプログラムを計画 した目的に従 うことが

含まれる。その 目的は以下の通 りである。

「私たちの第一の 目的は
，可能な限 り， い

まわしい怠惰や施 しの もたらす悪弊 を除去 し，

独立心，勤勉，倹約，自尊心 を再び私たちの

間に確立す る体制 を築 くことである。数 会の

弓鯉 転 ム蕊a自 蜘 盟 之ゑ三 とにあう。勤

労が再び教会員の生活を貫 く原則にな らなけ

ればならない。」(「大会報告」1936年10月 ，

P.3)



シオンを打ち建てる6原 則

R・ ク イ ン ・ガ ー ドナ ー

シ オンとは・この地上におけ るイェス'キ
リス トの王国に付 けられた聖典上 の名前

である。.(教義 と聖約105：32参 照)ま た，義

しい生活 をす ると誓約 した聖徒たち，福音の

律法 と儀式 を完全 に守って生活す る 「心の清

き者」たちが住む所である。(教 義 と聖約76：

5470参 照)

シオンはこうした場所のほかに，そこに住

む人々や状態 を指す こともある。.しか しシオ

ンの定義はすべて，他 に比類する もののない

最高の状態，すなわち 「心の清 き者」が住む

所 とい う概念か ら派生 した ものである。なぜ

な らば，誓約の民 イスラエルが実際に 「心の

清き者」 となった時に初めて，その約束は成

就 され，完全 なシオンが確立 されるか らであ

る。

この社会が福千年で完全な状態 になる時，

この地上にシオンをおいてほかに私たちの住

むべ き社会は存在 しないであろう。こ のシオ

ンこそ，イエス ・キリス トが統治される社会

だか らである。 しか しシオンは今 この未来の

栄光に向か って前進 し，聖なる都，神の幕屋

とな り，心の清い人々が住む所 とならなけれ

ばな らない。(モ ーセ7：62参 照)

末 日のシオンに住む人々が 「日の栄の王国

の律法の諸原則」に従って初めて，このこと

が達成 されるのである。さもなければ， 「シオ

ンをわれに受け入 るるこ.とかなわざるなり」

(教義 と聖約105：5)と 主 は言っておられ る。

私たちは今 日， これ らの諸原則に従 って生

活することが急務である。なぜならば，主の

再臨に備えるためにこの時代 に， そのシオン

が建 てられる，また建てられなければならな

いと宣言されているか らである。

スペ ンサー・W・キンボール大管長は，1977

年10月 の総大会の福祉部会で，この日の光栄

の律法の原則について述べている。「福祉の根

底 をなす6つ の原則」 と題 したその説教の中

で，キンボール大管長は，「私 たちはこれ らの

真理を実践 してこそ，理想のシオンへ近づ く

こと.ができるのである。」しかもその理想のシ

オンこそ，「神権 に基づ く最高の社会」である
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と指 摘 された。

1.愛

「第一 にあげられるのが，愛である。隣人

に対す る私たちの愛， さらに主に対す る私た

ちの愛は，私たちがお互いと貧 しい人，悩ん

でいる人に対 して どのように行動するかによ

って測 られる。」(『福 祉 活動 ：福音の実践』

「聖徒 の道」1978年2月 号，p.118)

シオンは次元の低い愛で建てることはでき

ない。誓約 と贈罪の力にすべてをゆだねる人

々に賜 としてもたらされる 「キリス トの純粋

な愛」が必要である。(モロナイ7：44-48参 照)

愛 の精神にあふれた家庭か ら兄弟愛で結ば

れた神権定員会 まで， また兄弟愛の下に働 く

福祉農園か ら友情 を分かち合 う扶助協会 まで，

教会のプログラムや福音の計画のすべてが，

この至高の資質である愛を私たちの中に育ん

でくれる。キリス トの純粋 な愛は清めの力で

ある。私たちを 「心の清 き者」(教 義 と聖 約

97：21)に す る唯一の大いなる力である。

2.奉 仕

「第二は奉仕である。奉仕 とは， 自己を空

しくし，助けの必要な人を助け，『貧 しい者に

持物を分け与 え，飢 えた者に食物を与えて，

……キ リス トのため，あらゆる銀難 をその身

に受け』ることである。(アルマ4：13)」(「 聖

徒の道」1978年2月 号，p。118)

教会 生活の長い人は，奉仕が王国に.おけ る

すべての働 きの中・心であることを知 るであろ

う。両親は教え と模範の両方で，人々に奉仕

することの大切 さを私に教 えて くれたが，私

が奉仕の本当の意味を理解 したのは，執事定

員会のレッスンの時であった。ある日曜 日の

朝，執事定員会ア ドバ イザーが私たちの注意

散漫な心 を何 とか集中させ ようとして， 自分

の両手 を頭の上に置いてこっ言った。

「皆さん， 目を閉 じて下 さい。私はこれか

ら自分で自分に祝福 を授け ますので。」

私は驚いて大声で叫んだ。「自分で 自分に祝
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福 を授けるなんて，そんなことできませ んよ。」

「どうしてですか。」

「だって，祝福はだれかほかの人か ら授け

てもらっものでしょっ。」

私は 自分の言っていることが間違 いないと

確信 していた。 しか し，なぜか と聞かれても

理 由を説明す ることはで きなか った。 レッス

ンの終わ りに，この優秀な教師は，他人に奉

仕す る時に，私たちは自分 自身に祝福 をもた

らすことができることを教 えて く.れたのであ

る。

3.労 働

「第三は労働である
。労働は，幸福 と繁栄

と自尊心 を生む。 またあらゆるこ とを成 し遂

げるための手段 である。怠惰 はこの反意語で

ある。私たちは働 くよう命 じられている。(創

世3：19参 照)私 たちの物質面，社会面，情

緒面，霊的面での安寧 を施 しによって得 よう

とす ることは，労働によって物 を得 るよう命

じられた神の戒めに反する。労働は教会員の

生活を貫 く原則 にな らなけ ればな らない。

(教義 と聖約42：42;75：29;68：30-32;

56：17参 照)」(「 聖徒の道」1978年2月 号，p.

118)

労働 が教会員の生活 を貫 く原則であるとす

れば，労働の 目的は利己的に富 をためること

ではな く，む しろ私心 をな くして王国建設の

ために働 くことでなければならない。この神

権時代 に，主は私たちに， 自分の持つ財産 を

貧ることがないようにと警告 された。(教 義 と

聖約19：26参 照).1

キ ンボール大管長は，「偽 りの神々」という

記事の中で，近代のイスラエルをこ う定義 し

ている。「しか し恐ろしいことに，多くの人々

は牛や羊，土地や建物， また富に満たされす

ぎて，偽 りの神であるそれ らの ものを崇拝 し

始め，それ らの ものに支配されるようになっ

てきた。……人々は永遠の幸福 を願って多く

のお金，株，債券，有価証券，土地，クレジ

ットカー ド，家具， 自動車， その他 この世 の



安易な生活 を保証す るもので身 を固めるため 「

ほ とん どの時間を費や している。私たちの務

めは，与 えられた豊富な資源を家族や定員会

で用いて神の王国を築 くことであるという事

実 を見落 としているのである。すなわち，伝

道，系図 ・神殿活動を推し進め，子供 を立派な

主の僕に育て上げ，祝福.をあ らゆる方法で他

の人々に分け与えることが務めなのである。」

(『偽 りの神々』 「聖徒の道」1977年8月 号，

P.351)

4.自 立

「第四は自立である
。教会 と教会の会員は，

自立す るよう主か ら戒められている。(教 義 と

聖約78：13-14参 照)

各 人の社交面，情緒面，霊的面，肉体面，

経済面におけ る安寧を維持す る責任は，第一

に本人，第二にその家族，第三にその人が忠

実な教会貝であれば教会が負 う。

肉体および情緒面で健康 な末 日聖徒は，自

分 と自分の家族の安寧に関 して， その責任 を

他人に譲 り渡すことはできない。主の導 きを

受け，力 を尽 くすな らば，物心両面で自分 と

自分の家族 を養 うことができる.はずである。

(1テ モテ5：8参 照)」(「 聖徒 の道」1978年

2月 号，pp.118-119)

自立 は末 日聖徒に とって欠 くこ とのできな

特質である。だか らと言って，ほかの人々を

まった く必要 としない とい りことではない。

且 蝕 由意志 を働かせプ才能 と能力を

使 って， 自分に課せ られた責任 を自分 の力で

果たすこどで.ある。私 たちが 自分 自身に対 し..

て どのような責任があるかを測るよい方法は，

次のように問うてみることである。 「主は一

体， このことに関してだれの責任 を問われる

だろうか。(例 えば，朝起 きるのはだれの責任

だろうか。 自分で嘘 をついた時， それは一体

だれの責任だろうか。)自分 自身の責任 だろ う

か，それ ともほかの人の責任だろうか。」そ う

明な知識 と豊かな心 を持っている人な らだれ

で も， その答 えは容易 にわか るはずである。

しか しなが ら，福音の中で私たちが主に約

束していることは，私たちは 自立 を乗 り越え

て，豊かな実 りをなす民になるということで

ある。っ まり，.塾なちは層自分の坐要 を適塵す

盆 けで な く乳余っ1(い る骨 を，主ρ互法にヰ

2ごて.ほかの人々を助け るために使 うのである。

5.奉 献

「第五は奉献である。これには犠牲が含ま

れる。奉献 とは，霊的面であれ物的面であれ，

助 けを必要 としている人のために， また主の

王国の建設のために， 自分の時間 と才能 と財

産 を提供することである。福祉活動における

奉献には会員たちが生産事業で働 くこ，と，デ

ゼ レト産業に材料 を寄付すること，専門的な

技能 を分かち合 うこと，惜 しみな く断食献金

を納め ること，ワー ド部および定貝会の奉仕

活動に参加することがある。 また，ホームテ

ィーチ ングや家庭訪問でも時間を奉献する。

私たちは自分 を捧げる時，奉献 しているので

ある。」(「聖徒 の道」1978年2月 号，p.119)

多 くの教会貝は奉献 とい う言葉 を聞 くと，

主が正式に定め られた法的な抱東力を持つ経

済制度，すなわち現在一時的に実施を据え置

かれている奉献の律.法のことのみを思い浮か

べ る。 したがって，奉献の原則は今 日の教会

にまった く適用 されないと考 えている。 しか

し，その考 えは正 しくない。この奉献の律法
'はやがて主が定めたもうた時に

，主の予言者

を通 じて正式に実施 されるであろ うが，主は，

神殿のエンダウメントの中で交わす奉献の誓

約 までも撤 回されたわけではないのである。

この誓約は完全に有効であ り，末 日聖徒が実

際に守 らなければならない律法である。そし

て，その律法 を守れる者だけが，将来再び奉

献の律法が確立された時に大きな祝福 を享受

できるのである。

日常の生活の中で私たちが奉献 の律法 を守

る具体的な方法 としては，什分の一 を納める

こと，断食献金を惜 しみな く納めること，建

築や神殿の基金，福祉農場や施設の購入のた
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めに献金すること，専任宣教師 を経済的に援

助すること，仕事 の技術 を伸ばすために会員

たちを訓練す るこ とな どがあげられ る。

主は，「われにかかわるすべては霊のことな

り」 と述べてお られ る。したがって，物質面

での奉献は とりもなおさず霊的面での清め を

得 る方法で もあるのである。このような真心

か らの奉献 と清めこそ， シオン，すなわち心

の清き者を生み出すのであ る。(教 義 と聖約

29：34参 照)

ヒラマンは忠実 な人々につ いて次の ように

記している。「しかし謙遜な入たちはたびたび

迷丘食L，て逝」L_ま.丈 ますへ りくだ?て 野よ吟

よ固くキ リス トを信仰 したから，喜び と慰め

とカ そ◎ 国過置危し盈 ～馴 ま清.!神 聖にな：?

た。このようなきよめはこれらの人がその心

を全 く神 に従 わせ たかち で きたのである。」
　 　げ 　　い　 ここづ へ 　　ア　ヒヤルの 　 　 　 　 　 ハリ サ 　ロに

(ヒ ラマン3：35)

私 た ちが奉献の律法 とその誓約 に伴 う義務

を完全に果たし，私たちの心 と思いをすべて

キ リス トに捧げることがで きるようになる時，

完全なシオ ンの社会が築かれ， この地上にお

ける救い主の統治が始 まるのである。

6。 管理

「第六は管理である
。教会 における管理 と

は，霊的面 もし くは物質面において神 よ り委

託 を受けることであ り， これは責任が伴 う。

万物は主の ものであ り，私牟ちは 自分 の体，ド

心，家族，財産 を管理 しているに過 ぎないの

である。(教 義 と聖約104：11-15参 照)忠 実

な管理人になるには，正義に基づ いて治め，

自己に属す るものを世話 し，貧 しい人乏 しい

入に 目を向ける必要がある。(教 義 と聖約104

：15-18参 照)」(「聖徒の道」1978年2月 号，

P.119)

管理 の職は普通，奉献の律法の制度か ら派

生 したものである と考えられている。(奉 献の

律法は，すべての ものは主に属す るという真

理 を基 としている。 したがって，私たちは 自

分の持ち物をすべて主 に奉献 しなければな ら
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ない。そこで主は，本人 とその家族 に必要な

財産の管理 を託 して下 さる。そして管理 を託

された人はその管理の職 をどのように果たし

たか主 に報告する責任がある。〔教 義 と聖 約

42章 〕)しか し，この管理 の原則は現代のバプ

テスマや奉献の誓約の中にも生 きているので

ある。

私たちが持っているものはすべて，管理 を

ゆだねられたものである。私たちの時間，才

能，財産，家族，教会の召 し，神権の職 など，

すべて個人の管理の職の一部 として私たちに

託 されたものである。そ して，私たちはその

管理の職 をどのように果たしたか主に報告 し

なければな らない。

私たちは，この管理の原則をこの世 でまず

十分身に付 けてお くことが大切である。それ

は， この管理の原則が この世 だけでな く，永

遠 にわたって運用 され る法則だか らである。

「主はあらゆる管理人の手 より
，今 もとこし

えにも管理 人の職に関する報告書 を差出す こ

とを求むる。」(教 義 と聖約72：3)

要す るに，私 たちが家族のことや神権の責

任 をどの ように管理 し果たすかによって，王

国の民 として幸福になれるかどうかが決まる

のである。現在管理の原則 を忠実に守ってい

る末 日聖徒は，将来の シオンの社会の建設に

貢献 しているだけでな く， 自分 自身の救 いに

も寄与 しているのである。「およそ何人にまれ，

忠実にして正 しく，且つ賢き管理 人はその主

の悦びに入 りて永遠の生命 をつ ぐべ し。」(教

義 と聖約51：19)

結論 を申し上 げれば， これらの6つ の基本

原則 を完全に しか も絶えず守らて生活す る人

は，普通の人々が経験 している以上の気高い

生活 をこの地上 で確立することができる とい

うことである。そして，力強 く純粋な彼 らの

模範は必ずや世の旗印 となるであろう。

そのような社会の築かれ る日が必ず くるで

あろう。主は次の ように述べ てお られる。

「またか くの如 く
，わが永遠の誓約 を世に

おく

遣 りて世 の光 となし， またわが民 とこの光 を



求め来 る異邦人とのために一つの旗 となし，

わが前に道 を備 うるためわが前に立つ一人の

使 となした り。……

義 しき人々はすべての国民の中より集め ら

れ，永遠 の悦びの歌 を唱いて シ オ ンに来 ら

ん。」(教 義 と聖約45：9，71)

また主 は.次のように も約束 しておられる。

「シオンは繁栄 して主の栄光 そこに留 らん
。.

而 して万国の民 シオ ンの怖るべ きに よりて

おのの き， シオンの怖るべ き者たちに よりて

怖るる時至 らん。」(教 義 と聖約64：41，43)

シオ ンは様相 を変 えているので，私たちは

その成長 を必ず しも認識できないか もしれな

い。 しか し，教会 の最近 の発展は， この進歩

の度合が速 まっていることを如実に物語 って

いる。

キンボール大管長は私 たちに，シオンを確

立す るために 「歩み を速め るように」 と呼び

かけ，ビジョンを持つだけでな く，それを実

行 に移す ようにと言われた。

「心の中にこのビジョンを持つことは非常

に大切 であるが，単にシオンを定義づけ，言

葉 を述べ るだけでは，シオンを実現すること

はできない。教会員一人一人が月々絶えず努

力 を重ねるこ とによってのみ可能 である。 し

たが って， どの ように苦 しくで も， また犠牲

を要求 されても，私たちはそれ を行なわなけ

ればな らない。」(『心の清 い者 となる』「聖徒

の道」1978年10月 号 ，p.128)

教 会 のすべての活動が シオンの発展に寄与

している中で，特 に伝道，系図 ・神殿活動，

福祉はそれぞれ特別な役割を担っているよう

に思われ る。

教会員は系図探求 を行な うことに よってシ

オン山の救 い手 となる。 また神殿に参入 し，

誓約 を新たにすることによって， シオンの社

会 を打ち建て るための 日々のチャレンジに対

して 自分 を備え，力を得 ることが できる。

ま.た福祉活動 を通 して，私たちは神殿で交

わした奉献の誓約 を守 って生活す る方法 を教

え られる。つ まり，断食献金 を惜 しみな く納

め，福祉活動のために献金し，貧 しい人，困

っている人，悩んでいる人を助けるために時

間 と才能 と財産を捧げる機会が与えられる。

愛，奉仕，労働， 自立，奉献，さらに忠実

な管理 人として伝道，系図 ・神殿活動，福祉

の義務 を果たす。私たちにとってこれほど尊

い召 しはない。 しか もその召 しを果たす過程

で，私 たちは心を清め られ，肉体 を再新 され

るのである。(教 義 と聖約84：.33参 照)こ のよ

っにして，私たちは主がエノクに告げたもう

た誓詞をこの身に受けられるようになるので

ある。

「われ また正義 と真理 とをして洪水の如 く
よ すみ

地をあ らい去 り地の四極よ りわが選民を集め

て，わが備 うべき地聖なる都 に至 らしめん。

……わが幕屋はその地にあるべ し
。而 して，

そはシオン，すなわち新 エルサ レムと呼ばれ

ん。

また主，エ ノクに言いたもう。それより汝

とすべ て汝の市の者は，わが選民 とその地に
ふところ

て逢わん。而 してわれ ら，彼 らをわれらの懐

に受け入るべ し。か くて彼 ら，われ らと相見

ん。われ ら彼 らの首を抱き彼 らわれ ちの首を

抱 きて互いに口づけせん。

而 して，わが住む所あらん，そはシオンた

るべ し。シオンは，わが造 りしすべて造 られ

し物よ り出で来るべ く，一千年の間地は休息

を得ん。」(モ ーセ7：62-64)

将来 への大 きなビジョンと望みを心に描き

なが ら，私 たちは，キンボール大管長が シオ

ンの建設のために祈 った言葉 をもう一度心に

留めてみる必要があるのではないだろ うか。

「この愛の絆によって結ばれ
，この末 日にシ

オンを築 き上げ，神の王国を出て行かせて天

の王国を来らせ るために，心 を完全にひとつ

にして祈ろうではないか。」(『心の清い者 とな

る』「聖徒の道」1978年10月 号，p.130)
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開 拓時代のことであ る・ ソル トレー ク'シ
テ ィーに住むひと りの執事の少年ウイラ

ー ド・R・ ス ミスは
，担当地区の 「断食の捧

げ物」 を集める責任 を受けていた。監督者は

ピー ター ・ライ ド兄弟で，断食の捧げ物 を集

め，それを貧 しい人々のもとに届けるのが責

任であった。彼は毎週金曜 日の晩にウイラー

ドの家を訪れ，捧げ物を集めて回る小さな 「急

行 馬車」 をきれいに掃 除し，油 をさして，準

備の整っているこ とを彼に告 げるのだった。

ウイラー ドは担 当地 区の家 を教会員，非教

会員の区別な く一軒一軒訪問しては，貧 しい

人のために何かを寄付 して もらうことになっ

て いた。

ある土曜 日のこと， ウイラー ドが属 してい

るフ ットボールチームが試合 をす るこ とにな

った。 しか しその 日は断食の捧げ物を集める

日であった。結局彼は 「何 として も試合 に出

たかった」ので責任 を捨てて 自分の楽 しみの

方 を取 りフッ トボールの試合に出かけた。

「翌朝早 く
， ライ ド兄弟が裏 口の戸 をたた

き，私に会いにやって きた。私は良心の呵責

を感 じ，逃げ出してどこかに隠れたい と思っ

た。私は彼の前で顔 を上 げることがで きなか

った。 しか しライ ド兄弟は一言 こう言っただ

けであった。『ウイラー ド，少 し散歩する時間

はあるかい。』私は.彼について行 くと，初めに

街角に近 いある小 さな板張 りの家 に向か った。

ライ ド兄弟が入 口の戸を静かにたた くと，背

の低いやせ細 った婦人が出てきた。

『ライ ド兄弟， きの う食べ物 をいただけま

せ んで した』今は何 も食べ物があ りません。』

ライ ド兄弟はすまなそうに答えた。『申し訳

あ りません。 きょう中に必ずお持 ちします。』

次の家 を訪れた。戸 をたた くと，『どうぞ』

という声が聞 こえた。

家の中では老夫婦がベ ッ ドに横たわってい

た。『ライ ド兄弟，石炭がないので，こうして

寒 さをしの ぐしかあ りません。』

別の家では，小 さな子供たち と母親が体 を

寄せ合っていた。赤 ん坊は泣 き，子供たちの 、

顔 は涙でぬれていた。

もう十分 だった。別れ際にライ ド兄弟はや

さしく言った。『ウイラー ド，だれかが務めを

怠ると，だれかが苦しむんだ.よ。』

私は務めを怠ったことを悔み，泣 きたい思

いだった。ライ ド兄弟は私の肩に手 を置 くと，

帰 って行った。その 日の午後 には，食物 と石

炭が届け られた。私は貴重な教訓を学んだの

である。」(Pη9η 初0%漉 η6プbγ乃α6痂η9

0ろsθηαη6θげ 漉θ五σω(ゾ'ぬθ勲 舘 「プ ログ

ラムの概要，断食の律法遵守の教 え方」1965

年 ，pp.19-20)

ス ミス兄弟の経験か ら，断食献金を納め る

とい りことは，単 にお金 を封筒に入れ るだけ

の ものではないことがおわかりだろう。それ

によって，本当に困.っている人が助かるので

ある。それなのに，私 たちは時 として，断食

献金 を納めることの大切さを忘れた り，軽視

した りす ることが ある。私 たちの多 くは什分

の一 を正 しく納め るように とよく強調す る。

そ して，什分の一 を納める人は主の再臨の時

に救われると教えられている。ユタ州セン ト

ジ ョージでのロレンゾ ・スノー大管長の経験

(映画 「天の窓」に示 されているように，た

とえかんばつであって も彼 らが什分の一 を納

めれば，その地域に雨が降 ると約束 した)の

こ とをよく聞いている。また什分 の一を納め

ない人は神の もの を盗んでいるとも教 えられ

た。〔マラキ3：8-10参 照 〕

しか し， この聖句の意味 をよ く考えてみる

と，極めて重大な真理が隠されていることが

わかる。「どうしてわれわれは，あなたの物 を

盗んでいるのか」 とい う質問に対 して，主は

「十分の一 と
，さきげ物 をもってである」(マ

ラキ3：8)と 答 えられた。断食献金の重要

性 を教会貝に深 く理解させ るため，教会幹部

は最近 この点を特 に強調するようになってい

る。断食献金は，重大な関心 を向ける必要の

あるものである。ヒーバー ・J・ ・グラント大

管長は次のように述べている。「私たちの民の

福祉の根底にある律法は，断食献金である。」
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1971年 に マ リオン ・.G・ ロムニー副管長は

断食献金を2倍 にす るよ うチャレンジし， も

しそうするな ら，教会の霊性は2倍 になるで

あろうと約束 した。

また，1974年 にスペ ンサー ・W・ キンボー

ル大管長はこう述べている。「最近組織 された

ばか りの支部であっても，会員たちが断食献

金 を納めているならば，ほ とん どの場合 自ら

必要 をまかなえるはずである。できない理由

はまった くない。」(CO吻 解%66R砂0π 「大

会報告」1974年4月 ，p.184)

主 は，貧 しい人や困っている人を顧みない

者は 「わが弟子にあらざればなり」(教 義 と聖

約52：40)と 言われた。断食献金 を納めるこ

とは，貧 しい人々に心 を向け，私たちがキ リ

ス トの弟子であることを示す，主の定め られ

た方法なのである。

もちろん，断食献金 を納め るこ とは必ず し

も容易ではない。 しかし，教会に納める他の

献金と同じように，それは私 たちの忠実 さを

測 るものである。ある兄弟は，次のように 自

分の経験 を語 った。

「私が英国のオ ックスフォー ド大学で学ん

でいた時のことである。私は合衆国に帰省す

る準備 をしていた。残 されたお金 もわずか し

かない というのに， それを3つ の ことに充て

なければならなか った。断食献金 とワー ド部

予算 を納め ること，旅行用の トランクを買う

こと， それに空港 までの交通費の3つ である。

お金は どうみて も，この うちのふたつ分 しか

なかった。私は断食献金 とワー ド部予算 を納

め ることを後 回しにす ることに した。 ところ

が教会に行った時に， まず断食献金 を納める

ようにという思いが強 くしたので，その思い

に従った。残ったお金では トランクを買うか，

交通費に充てるかのいずれか一方 しかできな

い。 ところが， しばら くして私が通 りを歩い

ている と，ひ とりの人が トランクを運んでい

た。どうす るのだ ろうと思 って尋ねてみる と，

それを捨てに行 くところだ と言 う。私は しば

らく彼 と話 し，結局その トランクをもらうこ

12、

とになった。 これで問題は解決した。これは，

断食献金 とワー ド部予算 を納めたことに よっ

て主か ら与えられた大きな祝福 であ る。」

またある兄弟は，ステーキ部指導者会に出

席 し，そこで断食献金を2倍 にするようチャ

レンジを受け，そ うするなら収入が増えるで

あろうという約束 を受けたという。そのこと

について次の ように語っている。

「私は帰宅す ると
， この約束 を妻に話 した。

私 たちはそれ までも断食献金をかな りの額納

めていた。それでも私たちは喜んで額 を2倍

にした。しかし，利己的なことのためにそ うし

た くはなかった。祈 り，深 く考 えた末，私 た

ちは2倍 の断食献金を納めることに決めたの

である。それか ら間 もな くして，仕事の上 で

思いがけない好機が次々に訪れた。そしてi

年 後に，収入は驚 くほ ど増えたのである。私

たちはこれこそ主の祝福であ り，主の僕 を通

して下 された約束の成就 であると感 じた。」

大切なこ とは， どちらの場合 も， 自分の利

益 を考 えて行動 したのではないというこ とで

ある。ただ主に仕えたい とい う気持 ちから行

なったことであった。彼らは貧 しい人 を援助

するために， 自ら進んで犠牲 を払ったのであ

る。

この犠牲の原則が，断食の律法 を守 る根底

となっている。断食献金の額は，最低2食 分

に相 当するとされているが， キンボール大管

長は次のように述べている。

「私たちは時折，惜 しむ気持ちか ら，朝食

を卵1個 で済ませ ているので，それに相当す

るお金 を主に納め ようと考えることがある。

現在は多くの人が裕福であると思 うが，裕福

な時は， もっと寛大になる必要がある。

私は，断食した2食 分の金額ではな く，で

きる状態であればもっ と多 く，10倍 以上の金

額を納め るべ きである と考 えている。 もちろ

んこれがで きない人々のいるこ とも私は承知

してい る。」(Co瞬 形η6θ1～6ヵoπ「大会報 告」

1974年4月 ，p.184)

断食 献金はそれを受 ける人だけでな く，与



える人に も祝福 をもたらす。 キンボール大管

長はこう語った。「もし私たちが惜 しみなく断

食献金 を納め るならば，私 たちは霊的に も物

質的にもさらに繁栄す るであろう。」(『福祉活

動 ：福音の実践』「聖徒 の道」1978年2月 号，

P.120)

私 た ちが次のようなステ ：ソプを踏む時に，

断食献金を納めることは，一層意義深 い経験

となるであろう。1)断 食 日前の家庭の夕べ

で，断食 と断食献金を捧げる理由につ いて話

し合 う。2)目 的 をもって断食を行なう。だ

れかのために特別な祝福 を願 って断食を行 な

うのであれば，食物を取 らずに出かけるこ と

や献金する態度の 中におのず と誠意が あふれ

ることだろ う。(小 さな子供 まで断食するよう

勧められてはいないが，段階 を追 ってこの原

則につ いて教え，断食ができるよ うに導 くこ

とはできる)3)家 族 全員が断食献金 を納め

る。子供たちも断食献金 を納めることによっ

て，大切 な教 えを学ぶことがで きる。金額に

関係な く，与 える とい う行為が大切 であるこ

とを強調する。4)断 食 日は特別な祈 りで始

め，特別な祈 りで終わる。

また，ウイラー ド・ス ミスが学んだように，

断食献金は貧 しい人の生活に直接影響 を及ぼ

す とい うこ とを，家族全員が認識することも

大切である。 この断食献金は，教会の他のい

かなるプログラムのために も使 うことはでき

ない基金であ り， ただ困っている教会員のた

めにのみ使用 されるものである。

断食献金が どのように使 われるかは，監督

の もとへ援莇 を依頼に行った3入 の子供 を持

つ未亡 人の例 を見 るとよ く分かる。彼らには

生活す るお金がな く， 多 くの人々か ら借金を

していた。そこで監督 は貸主に手紙 を書 き，

情況 を説明 した。する と15人 の貸主から返事

が届 き，借金の50パ ーセ ン トにつ いて譲歩 し

て くれるこ とになった。それか ら3カ 月以上

の間，断食献金の中か ら数百 ドルが支払われ，

借金が完済された。このことは家族に とって，

経済的に も霊的にも大 きな助け となった。そ

の後数 カ月たち，数年 たつ うちに，この家族

は健全な財政計画のもとに生活を送ることが

で きるようになった。そしてふた りの息子は

伝道に出，子供たちは3人 共神殿で結婚 した。

断食献金が正 しい時に， しか も正 しく活用 さ

れたことによって， この家族は再び人並みの

生活を送ることができるようになったのである。

この ような経験は教会にあって珍 しいこと

ではないが，この話か ら，断食の律法に従 う

ことによって もた らされる祝福が どうい うも

のかよ くお分 か りいただけたと思 う。すなわ

ち，困っている教会員は必要 な授助を受 ける

と同時に， 自分が愛 されているとい うことを

知 って 霊 的 に 高め られ る。また与える側 も

断食をし，その分 を献金することによって成

長 し祝福 を受 けるのである。

ほかに もまだ祝福がある。それは永遠の見

地から見ると，他のいかなる祝福 よりも大切

である。すなわち，断食の捧げ物 を惜 しみな

く差 し出す ことに より，奉献の律法に対す る

備 えがで きるとい うことである。これに関す

るロムニー副管長の言葉 を引用 してみよう。

「シオンと地球 の腰い
，そして協同制度の

実施 を待つ間，私たちは……断食献金や什分

の一，福祉活動な ど現在行なわれていること

を行 なうことにより，その範囲内で協同制度

に基づいた生活をす る必要がある。これ らの

戒めを守ることによって，私 たちは自分の望

みに応 じて協同制度の基本原則 を自らの生活

に取 り入れ ることがで きるのである。」(1〃Z一

餌o%〃 躍窺E解 「インプルーブメント ・エラ」

1966年6月 号，p.537)

断 食の律法すなわち断食 と祈 りと断食献金

の納入をまこころから行 なうことは，私たち

が神 のようになるために是非とも必要 なこ と

である。現行の福祉 プログラムの原則に完全

に従えずに， どうして永遠の律法である奉献

の律法の備 えができるだろうか。
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夫 を伝道 に出 した冬

ロ ー ザ ・コ ー ラ ー

ローザ ・コーラーは背の低い女性 である。その上，93歳 という高齢 のために

少 し腰 が曲が って， ます ます小柄に見 える。そんなわけで人 と話 をす る時に

はどうしても下か ら見上 げる恰好にな り， 目が一層大 きく見える。 その 目が

いつ も明 るく，愛 らしく輝 いているので，人は皆，彼女 に引 きつけられ るの

である。 日一ザが今住んでい る家はレンガ造 りの小 さな家であるが，周囲に

は緑濃い大木が茂 り，年 中家や庭に影 を落：としている。昔は彼女 自身も木 を

植 え，屋根の梁 に使 う木材 を切 り出 したこともあった。 その梁は今 でも立派

に役 目を果た し，その家 に住む人 々を風雨か ら守 っている。冬でも部屋 は暖

か く，夏 になるとレンガの壁のために部屋全体がひんや りとして心地良 い。

これ は， その ような家に住む ローザ ・コーラー とい うひ とりの女性が夫の伝

道について語 った物語 である。
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私 と夫は・1903年 の春・ ローガン神殿で結
婚 しました。結婚 して3日 目，夫は乳牛

を一頭買って きました。 自分たちで作 った，

新鮮 な牛乳が飲めるのは本当に素晴 らしいこ

とです。結婚 して1年 過 ぎた時，最初の男の

子が生 まれ ました。 その頃，私たちはユタ州

プロビデンスに土地 を買い，家 を建て始め ま

した。そ して結婚 して丸2年 と1日 たった日

に，私たちはまだ未完成の家に引っ越 したの

です。次男が生 まれたのは，その翌 月のこと

です。

当時私たちの暮 らしは決 して楽ではあ りま

せんでしたが，結構幸せな毎 日でした。毎晩，

夕食を終えると，家の周 りの木を切 り倒 して

丸太を作 り，家 を建 てました。夫婦で協力し

てのこぎ りをひ きました。押 した り引いた り

しながら，私たちは丸太から角材 を造 ったの

です。また，牧草地 を耕 して畑 を作 り，野菜

を植 えると，す ぐに食卓 をにぎわすおいしい

野菜の収穫にあずか ることがで きました。

このようにして新 しい家での楽 しい生活が

2年 を過 ぎた頃，3人 目の子供が生 まれまし

た。今度は女の子 でした。私はその 日のこと

を決 して忘れることができません。 その子が

生 まれたのは午後の3時 頃で したが，4時 近

くなって，監督が家を訪れて下 さいました。

私 たちはてっきり監督が生 まれたばか りの娘

を見にきたのだ と思ったのです。ところが，監

督は子供ではな く，夫に会いにきたので した。

「コー ラー兄弟，今晩私がお伺い したのは，

あなたを宣教師 として召すためなんです。1

月6日 にここを発て るように準備 していただ

けますか。」

私 たちは何 も言えませんでした。す ると沈

黙 を破 るように監督が こ う言い ま した。「数

日中に， この用紙に必要事項 を記入 して下さ

い。」私たちは差 し出された用紙 を受 け取 りま

した。そ して， よく考えてみます とだけ答え

ました。監督が帰った後 も，私たちは しば ら

く互いに顔 を見合わせていました。今何 をす

れば よいのか よくわかっていました。そ っで

す。断食と祈 りです。天父は私たちを助けて

下 さるはずです。私 たちはこれまで も常 に主

から命 じられ ることを行 なうように努めてき

ました。

私たちは断食 と祈 りに よって確信 を得，私

が夫に代わって用紙に記入しました。(夫 は私

をいつ も秘書 と呼んでいました)こ うして私

たちは心に非常によい気持 ちを覚 えなが ら監

督にこの用紙 を差 し出す ことができま した。

羅雛欝
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それか らとい うもの，私たちは伝道に出る夫

と，少人数ながらも残 され た家族 を養 うため

に，わずかばか りの収入をで きる限 り切 り詰

めてお金を貯 めました。その年の クリスマス

は，実にささやかで した。それでも私は子供

たちのためにプレゼン トを作 り，子供たちも

それをとて も喜んで くれました。

ついに，1月6日 がや ってきました。肌 を

刺す ような寒い朝でした。私はこれか らしば

らくの間食事 を準備す ることもない夫のため

に， とびきり豪勢な朝食を準備 しました。子

供 たちは皆 まだ眠っていました。そしてこれ

か らは 自分ひとりだと思 った時，また夫や子

供 たちを養い，夫が これまでして きたいろい

ろな仕事 を自分が しなければならない と考え

た時私 はその場にへなへな と座 り込んでしま

いそうにな りました。そんな悲 しみに打 ちひ

しがれた私の心に， ある思いが湧 き上がって

きました。「あなたは，決 してひとりではない。

天父がいつ も共にいて下さる。」 す ると今 ま

での悲 しい気持ちが うそのように消えて しま

いました。早速，私は洗た く用の水をわかす

なべ を火にかけ，洗た くを始めました。仕事

をす ることで沈んだ気持 ちもすっか りどこか

に行 ってしまったようです。

冬になると，凍 り付 いた干 し草の山から干

し草 を切 り出さなければな りません。手が凍

えるような毎 日でした。 また，霜の降 りた朝

や凍てつ くような寒 さの夕闇の中で，手 をか

じか ませながら牛 の乳 を絞 ったこともあ りま

す。あの時ほど，春が来るのが待ち遠 しかっ

たことはあ りません。

春になればなったで，また困ったことが起

こりました。私はそれまです きを使 ったこと

があ りませ んで した。 またすきを引 く馬も飼

っていませ んで した。 ところが親切な近所の

人が馬を貸 して くれることにな り，私はどう

しても自分 の手で畑を耕す ことを決心 しなけ

ればな らな くな りました。馬具 を付け，すき

を取 り付けてから， 自分の首にひ もをかけて，

畑を何度往復 したかわか りません。赤ん坊を

乳母車 に乗せ，ふた りの男の子に面倒 をみて

もらいました。耕 した後は まぐわをかけ種 を

蒔 くこ とができるように，土をな らしておか

なければな りません。

ある涼 しい春の朝の，まだ子供 たちが寝て 』

いる時に，早蒔 きの種 をまきました。それか

ら，種が芽 を出し，順調に育 っているか どう

か見 るために，何度畑に足 を運んだこ とでし

ょっ。ジャガイモを植 えた時には，子供たち
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が手伝 って くれ，私が掘 った穴に切 ったジャ

ガイモを落 として くれました。

夏が来た時には， みん なで 大喜 び しまし

た。しか し，それは，灌概の必要な季節にな

った とい うこ とで もあ ります。いつ も私 たち

の番が回って くると，私は掘 り割 りの水 門を

開けて水を流 し，幾つかのせ きを造 らなけれ

ばなりませんでした。時には， 自分の番が夜

中になることもありました。水があれば，作

物の成長 も早 くなります。 しか し雑：草もとら

なければな りません。 またた く間に牧草は伸

び，刈 り取 らな くてはな りませ ん。ぼや ぼや

してる時間などないのです。初めて牧草 を刈

った日には，朝の3時 に起きました。鎌 を振

りおろすたびに，牧草の甘 い香 りが漂 ってき

ました。いつ ももうこれで十分だ と思 うまで

仕事 をす るのですが，それでも仕事がな くな

るということはあ りませんでした。 こうして

毎朝早 く，子供たちが 目.を覚 ます前か ら働 き，

家畜に餌 をや り，乳搾 りをす る前にまぐさを

，収穫 しました。それでも，全部刈 り取るのに

4日 かか りました。しか もそれで仕事が終わ

りではあ りません。次は刈 ったま ぐさをか き

集めて，束に しなければな りません。そ して

それを今度は引っ張っていって，積み上 げる

のです。 この ようにして，暑い 日中に丸一 日

かかって干 し草を積 み上げました。そしてよ

うや く仕事か ら解放 されたと思 うと，今度は

子供たちを寝せ なければな りません。それか

ら椅子に腰をおろす と，ほっと一息つ くので

す。

夏が過 ぎる頃には，子供 たちもめっきり大

き くなって きました。でも，私は少 しやせ た

ようです。ある朝，イチゴが真赤 に熟 してい

たので，取って きて朝食に出しました。新鮮

で，本当に良い香 りで した。やがて夏 も終わ

り秋になると，いよいよ収穫の季節です。野

菜 を集め， ジャガイモ を掘 らな くてはな りま

せん。 こう.して2年 目の冬がや ってきました。

また冷た く，か じかむ手で干 し：草を切 らな く

てはなりません。 しか も今度は新 しく生 まれ
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た子牛の分 も含めて，2頭 分の餌が必要 です6

私 は伝 道に出ている夫 に週に3回 手紙 を書

きました。しかし，生活が どんなに苦 しくて

も，愚痴めいたことは一切書 きませんで した。

夫に立派に伝道を果たしてもらいたかったの

です。そ して何 よりも余計な心配 をかけた く

なか ったか らです。その年の冬は特に長 く感

じられま した.。そ して再び美しい春が巡って

きました。 また私たちの生活が始 まります。

土地 を耕 し，種 を植 え，水をや り，雑草を抜

く。それか ら収穫 した ものをびんに詰め，地

下室に保存する。干 し草の刈 り入れ もあ りま

す。でも私たちは幸せ でした。

ある日のことです。私たちのお金が，ほ と

ん ど底 をついていることに気がつ きました。

私たちはいつ も毎週 日曜 日に断食をしていま

したが， 日曜 日でないその 日に も，断食 をし

て祈 ることに しました。天のお父様が必ず助

けて下 さることを知 っていたか らです。

それか らしばら くして夫が所属 している伝

道部の部長か ら1通 の手紙が届 きました。そ

の手紙には，夫が素晴 らしい宣教師 としてそ

の召 しを忠実に果た して無事解任されたこと

が書かれていました。その数 日後に届いた葉

書には夫が帰 って くる汽車の時刻が書かれて

いました。

私はまず馬を借 り， それか ら隣の家に駆け

て行 っ・て，馬車 を貸 して くれ るように頼みま

した。 もし近所の人が，汽車は夕方にならな

ければ きませ んよ， と言 って くれなければ，

そのまま出かけているところで した。汽車の

来 る時間が待ち遠 しく，何十年 も待っている

かのように感 じました。そして， とっとっそ

の 日がやって きました。とて も天気がよ くて，

夕方でも遠 くがはっきり見えるほどで した。

遠 くか ら響 いて くる汽笛は，何 とも言えない

素晴 らしい音楽の ようでした。 まさに感動の

再会でした。私は天のお父様 にすべてのこと

を感謝 しました。 これ までた くさんの ことを

主 に祈 ってきましたが，主はことごとく私の

祈 りに答えて下さったのです。



1891年1月2日 ，19歳 に な る ノル ウ ェ ー か

らのひ とりの移民青年が，ユタ準州 カッ

シュ郡のローガン市にある自宅の椅子に座っ

て何か書 いている。そこにはこう記されていた。

「ようや く私は自分 というものがわか って

きたような気がする。私はほかの人 と同 じよ

うに弱い人間である。いや，多 くの人よ りも

っと弱い人間か もしれない。人生で幸福 を得

るためには，清 い心 と明 らかな良心 を持 ち，

主 を畏れ，主の戒め を守 ることである。また，

年老いてか らの幸福は，大 きな罪 も犯さずに

きた 自分の人生を振 り返 り，気高い目標に向

かって雄 々し く歩んできたことに対する感謝

の気持 ちから くるものだ とい うことがわカ・っ

た。 しか しこれまでの私の生活は決 して好ま

しい ものではなかった。そこで私は今後の自

分の生活 を正す意味で次のよ うな実行 目標を

立ててみた。創造主であ り，全能の御方であ

る主が私 を助けて下さるホうにと願っている。」

そして17項 目にわたる決意 を書 き記 した。

さらに大いなる知識，信仰

七十人第一定員会会員

G・ ホーマ ー ・ダ ラム
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それから，およそ8カ 月後の1891年8月25日 ，

彼は堅表紙の 日記にそれを書 き写 した。この

日記にはユ タの田舎か ら出できたひ とりの学

生が，マサチューセッツ州ケンブ リッジのハ

ーバー ド大学で経験する苦学 の記録が記され

ることになるのである。彼は人生の指針 とな

る17項 目の決意 を日記の初め に記 したのであ

った。

1.科 学の中の科学である宗教に，生涯第一

の関心 を寄せる。

2.毎 日秘かに神に祈 る。

3.毎 日神 と神の属性について考 え， 自分も

神の ようになるよう努力す る。

4.場 所や方法に関係 なく，与えられる光 と

知恵 と知識 を享受す る。

5.一 度それが真実であると確信 したな らば，

その原則，信条，宗教を認めることを決 し

て恥 としない。

6.時 間を一瞬 も無駄にせず，有効に使 う。

7.暴 飲暴食をしない。

8.た とえ生命 を奪われるよ うなことが あっ

て も，自分が した くないこ とは決 してしな

い0

9.毎 日神のみ言葉 を読み，神のみこころを

学び，慰め と力 と勇気 を得 る。

10.純 粋 で簡潔な真理だけを語る。

11.自 分 の義務 だと思われることや，同胞・に

とって利益 となることを常に行な う。

12.生 命 のある限 り全力 を尽 くして生活 し，

生けるしかばねのような生 き方はしない。

13.言 葉や態度で相手 を無理 に自分の意見に

従わせ るようなことをせず，`ただ自分の意

見 を率 直に述べ るようにす る。

14.す ぐに腹を立てた り，大声 を出した り，
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い らいらした りして隣人を攻撃 し，傷つけ

る癖 をな くす。

15.母 親 に対す る義務 を一瞬た りとも忘れな

い。現在の私があるのも，将来の私がある

の もすべ て母親のお陰である。私のために

人生の大切な一時 を使って下さった母親に，

与え うる限 りの愛 と誉れ と敬意 を捧げなけ

れば ならない。同様に，兄弟や友人， 同胞

に対する義務 も忘れ ないようにする。

16.や り始めた仕事 はすべて成し遂げる。 ま

た.，責任 を引き受け る前に，そめ目的と結

果についてよ く考える。

17.出 会 う人々すべてが自分の兄弟姉妹であ

ることを常 に忘れず，隣人の目か らち りを

取 ろうとする前に，自分の目にある梁を探す。

もし今 日のすべ ての若い男性 と女性が人生

において自分 の置かれている立場 を同 じよ う

に評価 できるならば，素晴 らしい結果 を生む

こ とだろっ。

この決意書 を書 いた当時， この青年はロー

ガンにあるブ リガム ・ヤング単科大学の学生

であった。これは1891年 の年頭の ことで，そ

の3カ 月ほど前に，ウイルフォー ド・ウッ ド

ラフ大管長が啓示によって，「公式の宣言」を

発表していた。まさに新 たな追放 と迫害 と誤

解の危機が末 日聖徒 を待 ち受 けていた時期で

ある。

その青年の名前は，ジ ョン・アンドレアス・
げ

ウィッツォー といい，夫に先立たれた母親 と

弟 と二緒にみすぼ らしい小屋に住んでいた。

家族は1884年 に ノルウェーか ら移民 して きた

のだった。そして1894年6月27日 ， この若い

移民者はマサチューセッツ州ケンブ リッジの

ハーバー ド大学構内にあ るサ ンダース大講堂

　

彗



で，当時 の学長チ ャール ズ ・W・ エ リォ ッ

トから科 学学士 の称号 を最 高の成績で受け

るこ とができたのである。4年 間のカリキュ

ラムを3年 で終 えた彼は， まさに苦学の連続

であった。未亡 人の母 と弟は，乏 しい収入の

中か らわずかなお金を貯めて送金 して くれた。

そして残 りの学費は，身 を粉に して働 いて得

たお金 と， ロー ガンに住む親切 な友人か ら12

%の 金 利 を払って借 りたお金でまかなった。

ハーバー ド大学 を卒業 してロー ガンに戻 る

と，彼は農業試験場の化学者 として働 き始め

た。そして1898年6月1日 ，スーサ.・ヤング・

ゲイツの長女，美しいレア ・ダンフォー ド嬢

と結婚 した。その後若 いふた りは ドイツに渡

り，ゲーテ ィンゲン大学で生化学の博士号を

取得 した。 さらにスイスのチュー リッヒ ・ポ

リテキナム，お よび英国のロン ドン大学で研

究を重ねた。

ヨーロッパ滞在中に，大学理事会の理事長

か ら電報が入 リブリガム ・ヤング単科大学の

学長 として迎えたい と言って きた。 ところが

翌 日， ジョセブ ・F・ ス ミス副管長か ら一通

の電報が届いた。それには，ブ リガム ・ヤン

グ単科大学の学長の椅子 を断わって，今す ぐ

ユタ州立大学に戻 り，世界の乾燥地帯を潤す

科学的な乾燥農法 と灌概計画の研究を行 なう

ために 自分が建てた農業試験場 を手伝ってほ

しい と記 されていた。

1.科 学 の 中 の科 学 で あ る宗 教 に， 生涯 第一

の 関心 を寄 せ る。

2.毎 日秘 か に神 に祈 る。

3.毎 日神 と神 の属 性 に つ いて考 え， 自分 も

神 の よ うに な る よ う努 力す る。 … …
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こうして彼は乾地農法 と灌概計画の生みの

親 となった。彼の著書や論文は，フランス語

やイタリア語，アラビア語 などに翻訳，出版

され，合衆国や カナダだけでな く全世界の乾

燥地域 で広 く活用されるようになった。また，

合衆国の内務長官に呼ばれて，合衆国の土地

改良に関する法案や法規の改正 にも携わった。

さらにユ タ州立大学の学長(1907-1916年)

お よびユ タ大学学長(1916-1921年)を 歴任

した。そして1921年3月 には， ヒーバーJ・

グラン ト大管長によ り使徒に召 され，生涯を

入々への奉仕に捧げた。1952年 ， ソル トレー

ク ・シティーの タバナクルで行なわれた彼の

葬儀の席では，カナダ国家に対する彼の偉大

な貢献 を称える電文が読み上げ られた。それ

はカナダの首相から送られた電報であった。

ジョン ・A・ ウィッツォー兄弟の生涯は，

教会だけでな く，全世界の若人，特にこれか

ら大学に入り，社会に出て，家庭生活 を営 も

うとす る若人にとって最高の模範である。

彼の言葉 をもう一度読 んでみ よう。

「人生で幸福 を得 るためには
，清 い心 と明

らかな良心 を持 ち，主 を畏れ，主の戒め を守

ることである。……そこで私は今後の 自分の

生活を正す意味で次の ような実行 目標 を立て

てみた。」

このように，若人が皆 自分の入生を正す基

準を列記 してみるこ とは非常によいことであ

る。 ウィッツォー長老は，若人に対 して しば

しば，「まず約束 しなさい。そして，それ を守

るように.しなさい」 と勧告 している。

真理 と知識 を求めてや まない彼の決意は，

若い末 日聖徒の中で も傑出していた。ふたつ

の州享大学の学長のほかに，ブ リガム ・ヤン

グ大学の運営委貝会の会員も兼ね， まさに大
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学 の先駆者的役割を果た してきた。 さらに教

会の教育委員長に2度.も 選ばれている。 この

ような彼の決意の底流にいつ も真理の探究，

あるいは知識の拡大があったが，それ以上に

大 きな位置 を占めていたのが，真理の源 であ

る天父への信仰 であった。しか もイエス ・キ

リス トを信 じる信仰は一単に福音の第一原則に

とどまらず，「さらに大いなる知識」.と.もいえ

る信仰 を指す ことを，彼はよく知らてい牟。

ハーバー ド大学の学生時代に創った彼の詩

は，アレキサ ンダー ・シュライナーの作曲に

よ り，現在末 日聖徒の讃美歌に収め られてい

る。「とわの生命に導 きたまえ」と題す るこの

詩には，次の ような一節がある。「われに信仰

を，大 いなる知識を与 えたまえ。父よ， わが

祈 りを聞 きたまえ。」(英 文讃美歌141番)

私 たちは，今 日直面す る数 多くの困難に打

ち勝つことが できるだろうか。資産，家族の

援助，あるいは高い地位にいる人の後ろ盾な

しに，今 日の世の中を生 き抜いてい くことが

できるだろ うか。信仰 と知識 を一致 させ るこ

とができるだろうか。

確かにで きるはずである。

では， どのようにして。

ウィッツォー長老が若 い頃に自分の人生の

計画 を立てたように，私 たち も人生の指針 と

なる基準 を定め ることによってである。彼の

模範は，今 日のすべての若人に当てはまる。

ウィッツォー長老はその著書 「真理の探究」

(∫ηS6α7腕oプ 乃躍勿 の中で，私たちの従え

る原則 を示 している。それは彼に とって非常

に効果的な原則であった。恐ら く私たちに も

役立つ原則 となるはずである。「仕事，仕事，

仕事。.勉強，勉強，勉強。祈 り，祈 り，祈 り。」



砂漠は喜びて花咲 き

メル ビ ン ・レビッ ト

ど.こ 蝋 燥した土地・それもあまりの暑さ
のために沼地 も一瞬の うちにサハ ラ砂漠

のようになって しまうほどの土地 を想像 して

みていただ きたい。そのような土地から最後

の一滴まで水 をしぼ り取 り，照 りつける太陽

の下で一週 間ほ ど風に当てて乾燥 させ たとす

る。それで もまだ，アタカマ砂漠の乾きに比

べれば，半分に も満たない。ア タカマ砂漠 と

はそれほど乾燥 しきった所である。

チ リ北部 の4分 の1を 占めるこのアタカマ

砂漠は，過去20年 間の隆雨量がわずかの0.8

ミリである。鋭い とげを持つ，.砂漠で最 も生

命力のあるサ ボテンさえも， この乾燥 し切 っ

た砂漠には見られない。目に入 るのは， どこ

までも続 く不毛の大地だけである。それで も

ほんの所々に，山々か ら流れ出る小 さな流れ

が見られる。このような荒涼 とした不毛の大

地には，微生物でさえ生 きていけないように

思われ る。

ところが，このような砂漠に も幾つかの市

が開けてい.る。その 中のひとつア リカは，チ

リ最北端にあ り，ア タカマ砂漠の中で も最 も

乾燥 した地域に建 てられた市である。紺碧の.

太平洋 と不毛の荒野の間に位置 し，市は木々

や草花の緑にあふれている。ア リカはまばゆ

いばか りに明るい市である。家々や商店は原

色に塗 られて鮮やかで，人々は明る く， いつ

もリズミカルな音楽が流れている。休 日や祝

祭 日ともな ると，ア リカの市は活気 に満ちる。

この明るく幸福な市で， これ また最：高に明

るくて幸福な人々は と言えば， そう，末 日聖

徒 である。ア リカにあるふたつのワー ド部に

は，大勢の献身的な若い教会員が集っている。

彼 らは戒め を守 り，伝道や結婚，健全 な家庭

を築 くための準備をしなが ら， 自分たちの素

晴 らしい時間 を過ごしている。彼らはスポー

ッや ダンス，集会，パーテ ィーに一緒に参加

し，またア リカの浜辺に出て寄せ くる波 と戯

れている姿 を見かけるこ ともある。

11月 の春の午後の 日射 しの中で，私 たちは

よ くその ような光景 を目にする。市営バスの

終点になっているア リカの浜辺には，愉快で

楽 し気な若 い男女の一団が ぞくぞ くとバスか

ら降 り立ち，軟 らかい砂 を蹴って渚へ と駆け

て行 く。頭上にはエル ・モロと呼ばれている

巨大な鉛色をした絶壁が迫 り，その姿はア リ

カの南の地平線を覆い隠さん としている。や

がて浜辺には，一瞬のうちに色 とりどりのタ

オルの花が咲 き， ドッジボールをしようとい

う声が出る。 しか しボールがない。そ うして

いるうちに，ひ とりの青年のタオルが消える。

それからワイワ.イ言いなが ら幾つ もの結び 目

でき， それをだれかの靴ひもでしっか りと縛

ってボールに早変わ り。早速男女に分かれて

ドッジボールの試合が始まる。男の子たちは

力があ り，投げるボール も速い。 しか し女の

子 たち もそれに負け じとなかなか上手である。

試合はどちらが勝つかわからず，一進一退を

繰 り返す。若者たちが飛んだり跳ねたりす る

たびに，足 もとの砂が激 しく乱れ， ギラギラ

と照 りつける真昼の太陽 までも飛んだ り跳ね

た りしているよっ'に見える。 こっして試合は

いつ終わるともな く続け られ る。そのうちど

こか らともな く本物の.ボールが登場 して くる。
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砂漠は喜びて花咲き

アリカの人々は笑 うことが大好 きだ。宗教

上の祝祭 日でも，一向に頓着 しない。人々は

休 日を心から楽 しみ，大 きな祭 も数多い。一

年のうち最高の呼び物のひ とつは，毎年2月

に行 なわれるカーニバルである。興奮に湧 く

この祭の問，道行 く人々は水の入った風船や

コンフェッテイ(色 紙)や 花 を全身に浴びせ

られる。ピカ ドスの 日(子 供の 日)に は，こ

れにさらにバケツに一杯の水や泥，靴墨，染

料，卵など，半液体状のものが加 わる。町の

広場ではダンスやパーティーが催され， タキ

シー ドで着飾 った木製の猿が置かれ る。この

猿はカーニバルのカルナベ ロン(祭 の長)と

な り，パーティやパ レー ドではだれもが最高

の敬意を表わす。そして，カーニバルが終わ

りに近づ くと，このカルナベ ロンは人々の涙

と悲 しみのうちに埋葬 され るのである。

浜辺の若者たちの話によれば，チ リの学校

ではほとんど授業は半 日で終わ り，学生はそ

のほかの時間によ く勉強 しなければならない

という。学校ではスペイン語，数学，音楽，

英語，物理，化学，そのほかの選択科 目を勉

強 している。期末試験で主要科 目をひとつで

も落 とし，追試でも及第点を取れない学生は，

留年 ということにな り，その他の科 目も含め

て もう一年間勉強 し直さなければな らない。

言 うまでもなく，試験に臨む学生たちの態度

は真剣その ものである。最高の成績であ る7

を取 るために夜遅 くまで勉強 を続け， それで

も，1(最 低)を 取るのではないか と悪夢に

悩 まされることがある とい う。大学入試は難

しいが，末 日聖徒の学生たちは良い成績 を収

めている。

若者たちはまた，太陽の光 を浴びなが ら，

福音に対する気持 ちや，福音 より得 られ る祝

福，責任についても語 る。「私たちの将来につ

いて述べ たマ ッコンキー長老の予言 を成就す
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るために私たちが まず しなければならないこ

とは，.入々 との交流において も行ないにおい

ても，模 範になることです」 と語るのは，エ

リー ソベ ト・サンチバネツである。 さらに彼

女はこの ように言 う。「そ うすれば，正 しいこ

とをする人は本当の幸福 な生活ができる.とい

うことがみんなにわかっていただけ ると思い

ます。ふ さわしい教会員はいつ も平安 を感 じ

ます。それで，この平安 を感 じていない人々

は私たちの模範を見たら，変わると思 うので

す。そ して，毎 日，福音 を勉強したいという

人々が大勢出て くることでしょう。」

1977年3月1.日 ， 十二使徒評議員会のブル

ース ・R・ マ ッコンキー長老は
，チ リの首都

サンチャゴで開かれた地域大会 で次のように

語 った。「チ リには現在7つ のステーキ部があ

りますが，それが70倍 になる日が来るで しょ

う。また，250名 い る熱心なチ リ人の宣教師

が数千人に増 える 日が来 るでしょう。私は，

末 日聖徒 イエス ・キリス ト教会が この国で最

も大きな影響 を及ぼす存在になる 日が来 るこ

とを知 っています。……主はこの地に住む人

々の義 しさのゆえに，この国に豊かに恵みを

注がれ るに違 いあ りません。」

最近改宗 したある人は，このように言い添

えている。「教会で特に素晴 らしいのは，そこ

に集っている人々です。皆さん とて も暖か く

て，愛に満 ちた方ばか りです。私が教会に来た

時，皆 さんが心か ら歓迎 して下 さいました。」

伝道 を終えて帰って来たばか りのサン トス・

ア リタ ミラノ・エスピノサはこう語る。「私た

ちは 自分の兄弟や姉妹たちに真理 を知 って も

らい，彼 らも永遠の生命 を得 る機会にあずか

られるように助けなければな りません。」

彼女は，教会幹部の勧告に従った経験 を次

のように話 して くれた。「あれはキンボール大

管長が使徒の時で した。10年 前のことです。
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チ リの北 岸 で は， 紺 碧 の 太 平 洋 に面 す る よ

うに世 界 で 最 も乾 燥Lた 所 と い わ れ る ア タ カ

マ砂 漠 が 続 い て い る。 その 砂 漠 の町 ア リカ の

この20年 間 の 降 雨 量 が0.8ミ リ とい うか ら，

ま さに驚 きだ 、， そ ん な 中 で， ア リケ ノ ス の人

々 は， 地 下 水 を利 用 した り， 豊 富 な 水産 資 源

を使 って ， 幸 福 な 日 々 を送 っ て い る。
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フ ンボル ト寒 流 の影 響 てチ

リの海 岸 は必 す しもス イ マ ー

に とっ て よ い と こ ろ とは い え

ない 。 しか し， ア リカ の海 岸

たけ は例 外 で あ る。 沖 を流 れ

る暖 ，充 と穏 や か な 波 に よ っ て，

1年 の うち9カ 月 も海 水 ，谷が

て きる。



キンボール大管長 は，『苦難の時が来るので，

自らを備 え， それぞれの家庭 で食糧 を貯蔵す

るように』 と，おっしゃい ました。そして数年

前，チ リは食物がな くなるという苦難の時 を

経験 しました。予 言が成就 したのです。私は

このことを思い出すたびに，予言者の勧告に

従 うことが どんなに大切か を感 じるのです。」

ヘ クター ・ノボアンはまたこの ように語 る。

1「私は子供の時か ら神への信仰 を育んで きま
ゾ

した。福音 を知 っている今，私は， 人がこの

世 で受けることのできる最大の祝福 は福音 を

知 ることであ る と，声 を大に して宣言するこ

とができます。

私は，主が私 を愛 して下 さっていることを

知 っています。主の愛は本 当に大 きいです。

ですか ら主 を心か ら讃美す る時，私は全身が

大 きな喜びで満たされ，主 をとても身近に感.

じます。 もし私の心 を覆 う幕が取 り去 られた

ら，私は主御 自身のこ とや，主 と共にいたB

日のこ とを思い出せることでしょう。

私たちは，福音 を生活に取 り入れることによ

って完全な者 とな り，主のみもとに帰 るための

備 えをす ることができます。これは確かです.」

ア リカに交換留学生 として来ている北米出

身のある青年は， ア リカの若い会員たちを大

いに賞賛 して次のように語っている。

「彼 らは実に正直です
。 日曜 日の朝に， 自

分 には聖餐のテーブルに着 く資格がない と感

じた人は，聖餐式を行 なう前にそのことを申

し出ます。私は，今お世話になってい るチ リ

人の家族 を自分の家族のように愛 しています。

彼らは教会貝ではあ りませんが，最高に素晴

らしい人たちです。それでも，ア リカの教会

貝の家庭 を訪ね るといつも，神権者が管理，

福音の原則に従 ってい る家庭 との違 いに驚か

されます。」

最後に，アナ ・マ リア ・リベ ラが，信仰，

砂 漠 は喜 びて花咲 き

希望，決意について グループ全体 の気持ちを

説得力のある表現で，次のように まとめて く

れた。「もしも私たちに道を示 し， まことの道

へ と導いて くれる素晴 らしい光がなかった ら，

私 たちの存在はまった く意味のないものにな

ってしまいます。まこ との道は，私 たちを天

の家に，つ まりこの地球に住む という素晴 ら

しい機会 を与 えて下さった父なる神様のみ も

とに導いて くれるのです。

何に もまして私 たちは教会の仕事 を一生懸

命果 たさなければな りませ ん。教会の仕事は

私たちを高め，満 足感を与えて くれます。そ

れに，仕事 をす る人を幸福 にして くれ ます。

私 はイエス ・キ リス トの存在を信 じ，また

イエス ・キ リス トが人類に与 えて下さった恵

み を信 じているので，主が私に望 まれること

を全身全霊 を尽 くして果たすつ もりです。こ

の道の行 く手では天のお父様が両手 を広げて

私 を待 っていて下さいます。天のお父様は，

私が障害 を乗 り越えて，私の兄弟姉妹 と一緒

にみ もとに帰って くることを心から望んでお

られ ます。いつ もこの ことを忘れないで，主

のみ業 に献身 したい と思います。

私たちは若いので，力 も意欲 も希望 も愛 も

あ ります。そして，何 よりもこの元気ではつ

らつ とした燃えるような信仰が，物足 りなさ

を満たし，闇に光 を投げかけます。私たちは

その信仰によって，新たな力 と元気 を得なが

ら， イエス ・キ リス トがこの末.日に地上に建

てることを望んでお られる驚嘆すべ き教会.を

築 くのです。」

浜辺で語 らうこの幸福な若者 たちは，ア リ

カに雨が降 るの をまだ一度 も見たこ とがない。

多分 これか らも見ることはないだろ う。 しか

し，彼 らの中に宿るその精神 と力をもってす

れば，アタカマ砂漠がバ ラのように美しい土

地 となる 日も近いことだろう。
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ミレ

不

入の起源と予言の成就

ジ ョ ー ジ ・ア ル バ ー ト ・ス 三 ス

第8代 大管長 ジョージ ・アルバー1・・ス ミ

スは，世界史上最 も困難 な時代 に大管長 とし

て召された。 大管長の召 しを受けて間 もな く，

第二次世界大戦が終 わったことか ら， スミス

大管長 には，世界各地 に住む聖徒たちの悲惨

な生活 を立 て直す とい う重大な責任 があった。

教会は世界各地に広が り，伝道活動 も再開さ

れた。教会の福祉組織 を通 して，食糧や衣類

が何千箱 も， ヨーロッパの聖徒 たちに送 られ

た。時には， ヨーロッパ内で援助 し合 うこと

もあった。 ス ミス大管長は聖徒 たちに， この

愛あ る行 ないを続 けるよう励 ま し，次のよう

に述べている。「この悲惨な時代 に私 たちの援

助の手が御 父の他 の子供たちの もとへ届 くよ

うに。私 たちの責任は今始 まったばか りであ

り，これか らも長 く続 くとい うことを心に留

めていただきたい。……私たちは主の戒め を

守 り，互に愛 し合わなければな らない。 しか

も，その愛 は教会の境界線 を越 え，人の子 ら

にまで届けなければならない。……私たちに

は， イエス ・キ リス トの福音の教えを，地上

のあらゆる国々，は るか遠 くの地に まで もも

たらさなければならない。」("ηoro四!ηθη!左泊

「インプルーブメン1・・エラ」1945年12月 号)

ス ミス大管長 は1870年4月4日 ， ソル トレ

ーク ・シテ ィーで生 まれた。1945年5月21日 ，

75歳 で 大 管 長 に 召 さ れ ， 聖 任 され た 。 そ の4

ヵ 月後 の1945年9月23日 に ， ア イ ダホ ・フ ォ

ー ル ズ 神 殿 を献 堂 した 。 ス ミ ス大 管 長 はお よ

そ6年 間 大 管 長 の 責 任 を 果 た し，1951年4月

4日 ， 丁度81歳 の 誕 生 日 に世 を去 っ た。

ス ミス 大 管 長 の 先 祖 に は傑 出 し た人 々 が 多

い。 彼 は ジ ョン ・ヘ ン リ ー ・ス ミス長 老 の 長

男 で あ る。 ジ ョ ン ・ヘ ン リ ー ・ス ミス 長 老 は ，

ジ ョ ン ・テ イ ラ ー 大 管 長 の 時 代 に 使 徒 に 召 さ

れ ， ジ ョ セ ブ ・F・ ス ミス 大 管 長 の 副 管 長 を

務 め た。 ま た彼 が 名 前 を受 け継 い だ祖 父 の ジ

ョー ジ ・A・ ス ミ ス長 老 は ， 予 言 者 ジ ョセ ブ ・

ス ミス に ょ っ て 使 徒 に 召 され ， ブ リ ガ ム'ヤ

ン グ大 管 長 の 副 管 長 を 務 め た。 曾 祖 父 は ジ ョ

ン ・ス ミ ス で ， 予 言 者 ジ ョ セ フ ・ス ミス の お

じで あ る。 彼 は ま た3代 目 の 大 祝 福 師 で も あ

り， シ オ ン の ソ ル トレ ー ク ス テ ー キ部 の 初 代

ス テ ー キ 部 長 を務 め た 。

ジ ョ ー ジ ・ア ル バ ー ト・ス ミ ス長 老 は ，1903

年10月8日 に 使 徒 に 召 さ れ ，1943年7月8日

に 十 二 使 徒 評 議 員 会 会 長 に聖 任 され た。 次 の

説 教 は，1945年4月8日 ， 大 管 長 に 召 され る

数 週 間 前 ， ま だ 十 二 使 徒 評 議 員会 会 長 で あ っ

た時 ， 全 国 に ラ ジオ 放 送 を 通 じて 語 っ た もの

で あ る。
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聖 書に豚 父の勧告が記されている・私は
創世記第1，2章 に述べ られていること

を何のため らいもな く受け入れている。すな

わち，初めに神は天 と地 と， 人を含む地上の

すべての生 き物 とを創造されたのである。

「神は 自分のかたちに人を創造された。す

なわち神のかたちに創造 し，男 と女 とに創造

された。

神は彼 らを祝福 して言われた，『生めよ，ふ

えよ，地に満ちよ，地 を従わせ よ』。」(創 世1

：27-28)

「これが天地創造の由来である。主な る神

が地 と天とを造 られた時，

地にはまだ野の木 もな く， また野の草 もは

えていなかった。主なる神が地に雨 を降 らせ

ず，また土 を耕す人もなかったからである。」

(創世2：45)

これはまだ霊的な創造の段階である。次に，

物質的な創造が続 く。

「主なる神は土のちりで人を造 り
，命の息

をその鼻に吹 きいれられた。そこで人は生 き

た者 となった。」(創 世2：7)

主 の創造 されたすべての生 き物が，それぞ

れの種類に従って繁殖す ることは，天父の計

画であった。アダム とイヴは神の子供であ り，

最初の両親である。'地上 に住む人はすべ て，

アダム とイヴの子孫である。神はアダム とイ

ヴにあらゆることを自分で決定す る自由意志

をお与えにな り，彼 らに 自らの行ないに対 し

て責任を負わせ られた。ふた りはエデンの園

で，天父か ら教 えを受けていた。それらの教 え

は，ふたりの子孫のために与えられたのである。

聖書の年代か らす ると，最初の両親が地上

での生活を始めたのは，今か ら約6000年 前の
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こ とである。主は彼らに， どの ように生活す

ればよいか を教 えられた。 また，ア ダムの子

孫に対 しては予言者 を召 して主の代弁者 とし

ての聖なる務めを与え，彼 らに幸福 な人生を

送 る方法を教えられた。その結果，死期 を迎

えた時に，彼 らはこの世 で得た豊か な人格 と

知識 とを携 えて，次の世 に赴 くことができた

のである。天父の教えに添って生活する者は，

この上ない報いを受け，この世 でも来 るべ き

世で も最高の幸福 を味わ うことだろ う。

特に予言者たちは，時折明 らかにされる真

理 を記録するように求め られた。そ してその

記録は代々受け継がれ，子孫のために多大の

益 をもたらす こととなるのである。この よう

に して今 日私たちは，主が世の初めに明 らか

にされた教えの記録 を手にす ることができる

のである。これがすなわち聖書であ る。それ

は過去の出来事 を伝 えているだけでな く1将

来起 こるはずのこ とをも幾世代の前から語っ

ている。また，定め られた時に， その予言が

成就 したことも伝えている。

予言者アモスはこう述べている。「まことに

主なる神 はそのしもべである預言者にその隠

れた事 を示 さないでは，何事 をもなされない。」

(ア モス3：7)私 は，世の中に起 こった極



めて大切なこ とは必ず主が予言者を通 してあ

らか じめ人々に勧告 してお られる ということ

を知 っている。主は，人々が無知 の中にとど

まることなく， 自らの生活 を計画 し，望むな

ら恵み を得 ることが できるように して下 さっ

たのである。このことが さらによく理解 でき

るよう，幾つかの出来事 についてお話 したい。

ノアがそのよい例 である。 ノアは主か ら，

箱舟 を造 り，やがて襲 う洪水か ら義 しい者だ

けが守 られるようにしなさい， と命 じられた。

ノアは箱舟 を造 り，120年 間 にわたって民に

悔い改めを叫んだ。人々に警告あ声を発 した

のである。 しかし， 人々はすでに悪 に染まり，

その警告 の声に聞 き従 うことがで きなかった。

彼 らは自由意志に よって正義 よりも邪悪を選

んだのである。雨が降 り，洪水が起こった。

そして救われたのは， ノアとその家族8人 だ

けである。何度 も警告 されたにもかかわ らず，

人々はかた くなに悔い改めを拒み，そして滅

ぼされた。

また，アブ ラハム とその子孫の場合 もそう

である。彼は自分の子孫が他国へ行 き，そこ

で400年 間仕 えた後，ば く大な資産を携えて

そこを出るであろうと告げられた。このこ と

は後に，アブラハムの子孫のひ とりであるモ

ーセによって文字通 り成就 され
， イスラエル

の民はエ ジプ トを逃れて，約束の地に導かれ

たのである。

ヤ コブの誠実な息子で，兄たちによって売

られた ヨセブがエジプ トの獄屋に捕われてい

た時に，パロがひ とつの夢を見た。パロはそ

の夢のことで思い悩んだ。 しか し王の知者は

だれ もその夢 を解 き明かすこ とが できなかっ

.た。パロは ヨセ.フが夢の解 き明か しをす るこ

とを耳に し，早速彼を呼び寄せた。ヨセブは

パ ロに， 自分が夢 を解 き明かすのではな く，

神が答 えを下 さるであろうと言った。こうし

てヨセブは主から答えを受け， その夢が大き

な意味を持つ ことを告げた。すなわち，全国

に7年 の大豊作が あるが，その後7年 のきき

んがあるので，豊作の年に食糧 を蓄 えておけ

ば， ききんになって も滅びるこどはないと告

げたのである。パ ロはヨセブの解 き明か しと

忠告 を受け入れた。そしてパ ロは報いとして，

彼を王の次の位である全国のつか さにしたの

である。そして14年 後，ヨセブの解 き明かしが

現実 となり，エジプトの民は飢えから救われた。

エ レミヤが予言 したエルサ レムの滅亡 と，

民の70年 間にわたる捕囚の予言について もそ

っである。これはバ ビロンのネブカデネザル

によって成就 された。やがてエルサレムは美

しい神殿 もろ とも焼かれて しまった。王女や

貴族，職 人，、そのほか一般市民など大勢が捕

虜 としてバ ビロンに連れて行かれた。その際，

神殿の聖 なる器 も奪われてしまった。

ペル シャ王 クロスが生まれる140年 前，予

言者 イザヤは彼の誕生 を予言 し，彼の名前ま

で も告げ，彼がバ ビロンを滅ぼす と言ってい

る。さらに， クロスはユダヤ入の願いが何で

あるか もつゆ知 らず，エルサレムを再建する

であろうともイザヤ は予言 した。

クロスは50歳 の時，様々な小国を征服 した

後，軍隊を従えて最強の都市バ ビロンの前に

姿 を現わ した。バ ビロンの周囲には難攻不落

の，90メ ー トルあまりの高さの城壁がめ ぐら

され，鉄 と真鍮のがん じような門が据えられ

ていた。 クロスは城壁か ら攻撃せずに，バビ

ロンの中心地 を流れる立一 フラテス川 を下 り，
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川底を伝 って城壁の下 を潭って，市内に攻め

入った。そ して，ベルシャザルが廷臣 ととも.

に酒に酔い，父ネブカデネザルがエルサ レム

から持 ってきた主の宮の聖なる器を俗用に用

いていたす きに， クロスはいとも簡単 に市を

占領 して しまったのである。

クロスは市内でヘブル人の予言者ダニエル

に会った。ダニエルはかつて宮殿の塗 り壁に

書かれた文字を解 き明か し，ベルシャザルに，

「あなたがはか りで量 られて，その量の足 り

ないこ とがあらわれたこ とをいうのです」 と

答えた人である。 こうしてユダヤ人の記録 を

手にしたクロスは， イスラエルの神がエルサ

レムの再建 を自分に命 じてお られ ることを知

った。そこでクロスは即刻，ユダヤ人にエル

サレムへの帰還命令を発 し，ユダヤ人がエル

サレム と神殿 を再建 できるよ.う援助 した。 こ

れはエルサレムが崩壊 してか ら，丁度70年 目

のことである。こうして100年 以 上 も前に述

べ られたエレ ミヤの予言が成就 したのである。

バビロンの崩壊 もその よい例である。ベ ビ

ロンが全盛を極めている時に，イザヤはこの

都市が崩壊することを予言 し，.「ここにはなが

く住む者が絶 え，世々にいたるまで住みつ く

者がなく」 と述べている。バ ビロンは完全に

破壊 し，川の水があふれてその地 を埋めて し

まった。そして2千 年以上 たった今 日でも，

当時最強とうたわれたこの都市は廃虚の山 と

化したままであ る。

旧約聖書には，信 じら.れない ような予言が

確かに成就 していることを示す記述が随所に

見られる。 しか し，主の啓示に よってのみ，

予言者は何が起 こるのか を知 ることができる

のである。予言 を成就 させ ることがで きるの
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は，神のみである。イザヤ，エレミヤ，エゼ

キエル， ヨセブたちは，普通の人々 と同 じ人

間である。 しか し，彼 らは主の代理人 として

選ばれ，彼らの言葉は全能者の霊感によって導

かれ，その約束は主のみ力によって成就 される。

次に，新約聖書に記 された数 ある予言のひ

とつ を取 り上げてみ よう。ルカ伝第21章 の全

文 を読んでいただきたい。

「エルサレムが軍隊に包囲 されるのを見た

ならば，その ときは， その滅亡が近づ いた と

さとりなさい。」 これは，エルサ レム と神殿，

ならびにユダヤ人国家の1900年 にわたる行 く

末を予言 した ものであ り，現在 もこの予言 は

成就の過程 にあ る。

紀元70年 にエルサ レムはローマ軍により包

囲された。その時， イエスが告げられた警告

を心に留めていた忠実な弟子たちは山に逃れ

た。次いで，エルサ レムは長 い攻撃 を受けた

末ローマ軍の手に落 ち，住民は食糧難 と疫病

と武力に苦 しんだ。また捕われの身とな り，

50万 のユダヤ人の命が失われた。国は崩壊 し，

神殿は倒 され，石はひ とつ残らず崩れ落 ち，

人々は地上の様々な国々へ散 らされていった。

すべて予言通 りである。

エルサ レム もバビロンも，邪悪な行ない を

悔い改めなければならない，さもなければ罰

を受け ると主の僕たちか ら警告 されていた。

しか しかた くなにそれ を拒み，結局滅亡 した。

そのほかにも豊かになり力を得 ると邪悪にな

り，ついには忘れ去 られてしまった都市は枚

挙にいとまがない。このような出来事 を振 り

返って考えてみると，今 日の世は， そこに住

む人々の邪悪さゆえに，悲 しみ と破壊の実 を

刈 り取 っている と言って も言い過 ぎではない。



主に立ち返 らなければ滅びが訪れることを

過去の歴史がはっきりと教えているにもかか

わらず，私たちはなぜ天父の勧告 を無視 し，

そのかた くなさゆえに罰 を受けている世の人

々の仲間に加わって，邪悪への道 を歩むのだ

ろ うか。私たちが救われ る道は悔 い改め しか

ない。取 り返 えしがつかな くなる前に，悔 い

改め.る必要が ある。

私たちは地主ではない。地上のどの地，ま

たそこか ら得 る富 も，私たちの ものではない。

ただ一時的に借 りているだけである。死ぬ時

にはすべて を残 してい く。私 たちは生まれる

時 も，この世 を去 る時 も裸一貫である。地球

は主の ものであり，主の戒め を守 るという賃

貸料 を払 ってこそ，祝福 を得，この世 にあっ

て も来るべ き世にあっても喜 びを得 ることが

で きるのである。

私たちの来世での位は，現世での生活によ

って決 まる。すべ ての人がこの世 の働 きに応

じて裁 きを受 け， 自分に見合 った段階の栄光

を受け るのである。

主イエス ・キ リス トがこの世に来て，私た

ちの贈いのために命を捧げ，すべ ての人類が

死から復活できるようにして下 さってか ら，

2000年 ほ どたつ。主は御 自ら復活の初穂 とな

られた。そして主は私たちに， 自分 自身のよ

っに隣人を愛す ること，すべ ての人に善 き行

ないをするように と教えられた。新約聖書に

記 された主の教 えは，聖書の中で も最 も価値

ある部分 と言えよう。主は こう言われている。

「聖典 を調べ なさい。あなたがたは，聖典の

中に永遠の命があ ると思 って調べ ているが，

聖典は，わた しについてあか しをす るもので

ある。」(ヨ ハネ5：39欽 定訳 より和訳)

主 は，聖典 を学ぶことがいかに重要 である

か を御存 じであった。聖書の教えを最大限に

生かす ことのできた民は， この上ない成功 と

幸福をかち得，その働 きのあ らゆる分野で世

に光明 をもたらしてきた。なぜな ら，彼 らは

天 と地 を支配 され る神の導 きによって恵みを

受けたか らである。 ヨブはこう記 している。

「しかし人のうちには霊があり，全能者の霊感

が人に悟 りを与える。」(ヨ ブ32：8欽 定訳より

和訳)こ のような時代にいる私たちは，正義に

従 うことによって霊感 を求めなければならない。

ほかに道はない。

私はこの国にあって，また他の国々でも，

大勢の知恵ある義 しい人々 と接することがで

きるのをうれ しく思 う。そのような人々のお

陰で私の人生が豊かになったことを感謝 して

いる。私たちが皆不死不滅 にな り，主の日の

光栄の王国 となるこの地上 に永遠に住むこと

がで きるよう，心か ら求めていただきたい。

この世の人生のたそがれ時にあって，私は皆

さんに，神が私たちの御父であ り，実際に生

きておられること，私 たちを愛 し，私たちの

幸福 と昇栄 を望んでお られることを証申し上

げる。この証 を私の愛 と祝福 を添 えて，私た

ちの瞭 い主，愛す る御子 イエス ・キリス トの

み名によ り申し上 げる。
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私 はこれか ら毎月30名 か ら50名 の宣教師が

この 日本人宣教師訓練センターの門を くぐり，

弱 くて単純な者であって も，謙遜な態度 と強

い信仰 と証 と，神の聖 き 「みたま」の力によ

って，福音 を待 ち望 んでいる大勢の準備 され

た人々に神のみ言葉 を宣べ伝え， この 日本の

地に立派なシオンを幾つ も築 き上げる基礎 と

なることを，私は よく知っています。

さらに素晴 らしいことに，菊地長老は，や

がてアメリカの訓練 センター と同 じように，

◇

日本で も外国語の訓練が行なわれるようにな

り， この日本の地か ら東南アジアの国々や南

米の国々に も，宣教師が出て行 くようになる

とおっ しゃっています。誠に主の奇 しきみ業

はだれ もこれ を止めることができません。こ

のみ業は宣教師の熱心な働 きとみたまの力に

よってさらに力強 く広がっていき，教会員の

助 けを得て，飛躍的に発展することで しょう。

これらのことをイエス ・キ・リス トのみ名によ

り証 申し上げます。アー メン。

◇

東京神殿 ニュー ス

り 　

ハ フテスマ ・フォ ン トの

雄 牛の像 ，制作 中

神殿の建築工事 が順調に進むなか，バプテ

スマ ・フォン トの12頭 か らな る雄牛の像 の制

作 も今，茨城県友部市の石材工場で進められ

ています。

大理石の種石に よってつ くられるその像が

やがて美しさを添えて置かれる 日.も間近 いこ

とでしょう。

会員その他利害関係人各位

公 告

規則第18条 の定 め る手続 を経 て，下記の通 り教会用地 を買収 しましたの で宗教法

人第22条 の規定 に よって公告 します。

昭和54年6月25日

宗教法 人 末 日聖徒 イエス ・キリス ト教会 代表役 員 菊地良彦

支部/ワ ード部

函館支部

姫路支部

宇部支部

松山支部

東京第七ワード部

倉敷支部

所 在 地

函館市柏 木町97番33

姫路市新 在家本町三丁 目

宇部市神 原町二丁 目3790-18

松 山市 山越一丁 目131-1

松戸市上 本郷字二丁 目3756

倉敷市沖48-4

面 積(土 地)

1，322.33m・

555.66m2

1，424.00m2

730.21m2

503.07πf3

829.33m`

(建 物)

336.48m3

656.64m3

1，351.14㎡

871.20m2

478.68m`

429.49m2
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